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	救急車は大いそがし
	一日12.5回も出動　十年間に三倍近くもふえる
	出動要請にはきまりがある　タクシーがわりの利用やめよう
	朝の通勤・通学バススイスイ　大宮通りに「優先レーン」　三月に県下初めて指定される
	弱い立場の人を守ってあげよう　春の全国火災予防運動
	奈良・西安友好都市提携七周年　王真市長から木山市長へ祝電
	「郷土の歴史と文化財をたずねる会」発足へ
	木山市長もキネとって老人ホームでおもちつき
	二九八人に感謝状　市長から自治会長に贈る
	婦人大会に七百人
	地域ぐるみで「歩こう会」　済美で仲よく100回目
	姉妹都市　小浜市「物産と観光展」
	市立夜間中学で学びましょう
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